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03/12・金融政策にらみ円高・株安 日経平均一時 1100 円安、今年最大 

  ・習指導部、国家安全を優先 5％成長「容易でない」 全人代閉幕 

03/13・日産、中国生産能力 3 割減 ホンダも 2 割減 EV 化で苦戦 北米に軸足 ＜1＞ 

03/14・日鉄の US スチール買収 バイデン氏「懸念」表明へ FT 報道 

03/15・TikTok 規制法案 米下院が可決 「中国から丸裸」 ニュース受信、月間 1.7 億人 

  ・外国人材の「育成就労」新設 閣議決定、技能実習に代わり 

    本人意向で転職可能 人材、アジアで争奪、韓国・台湾受け入れ枠拡大 キャリア形成支援必須 

03/16・マイナス金利解除へ 日銀、17 年ぶり利上げ 賃上げ率 5.28％、環境整う 

03/17・国債買い入れ継続 日銀、金利の急上昇抑制 長短金利操作は撤廃 

03/18・プーチン氏、勝利宣言 ロシア大統領選挙 任期 2030 年まで 

  ・メキシコ生産の中国車に「100％関税課す」 トランプ氏表明 

03/19・日経平均急反発、1032 円高 円相場は下落 日米の金融政策先読み ＜2＞ 

03/20・金融正常化へ一歩 日銀、マイナス金利解除（19 日金融政策決定会合）＜3＞＜4＞ 

     植田総裁「緩和環境は継続」大規模緩和 「役割終えた」 

長短金利操作も撤廃 国債購入は維持 金利ある日常再び 追加利上げ、適切な水準選ぶ 

      家計に恩恵 メガ銀、普通預金で上げ 借入れ負担増 企業の新陳代謝促す 

      政府、構造改革進まぬ 11 年 生産性底上げ遅れ 国債利払い費、10 年で 3 倍 

  ・香港、国家安全条例を可決 外資の経済活動に懸念 2 週間弱、異例のスピード審議 

03/21・円、一時 151 円台後半 利上げでも円安 為替介入、警戒感高まる ＜5＞ 

  ・利上げ「10 月」「7 月」観測浮上 日銀、円安進行を注視 年内見送りの見方も 

  ・米金利 5 会合据え置き FRB（米連邦準備制度理事会） 利下げ「年内 3 回」維持 

  ・中国、貿易拡大で豪に接近 ワイン・食肉の制限緩和を協議 

中国外相、7 年ぶり訪豪 AUKUS に揺さぶり 

  ・貿易赤字 59％縮小 2 月 3793 億円、車の輸出増加 

  ・米、車排ガス規制緩和 業界に配慮 EV 販売目標下げ 

  ・トランプ氏、中絶規制支持を示唆 妊娠 15 週以降で 例外認め穏健派に配慮 

  ・中国、政策金利据え置き 2 月利下げの効果見極め 

03/22・ベトナム主席失脚 汚職か 党時期トップ候補、事実上の更迭 揺れる政局 

  ・消費者物価 2.8％上昇 2 月 宿泊や外食伸び 

  ・家計の金融資産 昨年末最高の 2141 兆円 前年末比 5.1％増 現預金比率 52.6％ 

03/23・米司法省、独禁法でアップル提訴 国家 vs GAFA 全面対決 ＜6＞ 

バイデン政権、大統領選支持狙いも テック支配に包囲網 

  ・特定技能外国人 訪問介護可能に 厚労省検討会、要件など詰め「5 年後 13.5 万人」 

 



 


